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 研究代表者はこれまで世界に先駆けて、脂肪細胞から分泌されるサイトカイン（アディポ

サイトカイン）と生理的炎症（自然炎症）の破綻が妊娠高血圧症候群と妊娠糖尿病に関与す

る可能性を提唱してきた。今回、脂肪組織レベルでのアディポサイトカインおよび自然炎症

因子のゲノムワイドな動態に注目した研究を行った。 

 同意を得た重症妊娠高血圧腎症患者５名と、妊娠週数をマッチさせた正常妊婦５名から採

血を行い、血清を分離した。同様に、再生産年齢女性の婦人科手術時に得られた大網組織を

内臓脂肪組織として用いて実験に供した。脂肪組織全体を培養するための新たな実験系とし

て 99.5%含水ペプチドゲルを使用した手法を開発し、上清中に妊婦血清を添加して 24時間の

培養を行った。組織を回収し、Total RNAを抽出して、炎症関連遺伝子についてターゲット遺

伝子群を定めたアレイ PCRを行うことで、妊娠高血圧腎症における脂肪組織動態を遺伝子レ

ベルで解析した。 

 結果は現在なお解析中であるが、これまでに得られた結果として、妊娠高血圧腎症患者の

血清を加えることにより約 30 の遺伝子において発現の統計学的に有意な変化が認められた。

これらの遺伝子群は免疫反応に関するもの、酸化ストレスに関するもの、インスリン抵抗性

に関するもの、さらに脂肪生成に関するものまで多岐に渡っていたが、主に炎症系に関与す

る遺伝子が上昇していた一方、T細胞に関連して炎症を抑制する遺伝子の上昇も認められた。 

 これらの新たな実験系を用いた先進的な研究から、妊娠高血圧腎症患者では内臓脂肪組織

が、炎症や脂肪生成などの活動を惹起されながらも、炎症に対し抑制的にも作用しているこ

とが世界で初めて示されたと言え、とくに早発型・重症型妊娠高血圧腎症の病因と考えられ

ている胎児や絨毛由来の炎症性因子を緩衝する役割が示唆された。 
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